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（出所）The　Bank　for　International　Settlements，丁肋3’eプ伽9×4ア6α，1953，
　　　首藤清訳「スターリング地域一国際収支よりみた分析」昭和29年，65ページ。
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第24（b｝表：イギリスの経常的国際収支勘定（1959－72年）　　（単位100万ポンド）
項 目1・9591196・1・96車96才1ユ9631・9641・965
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項 目1・9661ユ967］・968i・96gl・9・αt・97・1・972
輸出入貿易
貿　　易　　外
　1利子・利潤・配当
　海運・空輸収入
　政　　府　　支　　払
　そ　　　の　　　他
貿　易　外　収　支　計
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経常収支総計紳43163ユ21e3ユg樋4・6囹6881㈲…5・陣・8
（出所）HMSO，　Eωηo癖‘丁柳45，：No．203，　Sept．1970，　do．，No．233，　March，ユ973．
第25（a）表：イギリス敵府の海外関係歳出および歳入（1946年一52年）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位⑳O万ポンド）
項 司・9461エ947「・9481・94gi・95・・95・油画合計
支　　　出
軍　　　　　事
行政，外交など
救済および復興（1）
植民地贈与
合　　　　計
収　　　入
軍需品処分など
3フ4
20
工23
10
527
164
209
25
U8
7
3S9
工29
U3
34
31
10
188
96
no
37
2Q
16
183
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37
14
18
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35 27
ユ22
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7
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1
18
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15（2）
Logo
22！
314
　96
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差引支払超過i363123・・21・481・3gl・5■96［1・2・9
（注）〔1）　ドイツにあてた正味金額を含む。
　　（2）米国の防衛援助金1951年400万ポンド，1952年前半5，800万ポンド，を除外する。
（出所）　The　Bank　for工nternational　Sett1ements，砂．6舐，首藤訳，前掲書，67
　　　ページ。
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第25：b｝表：
105
イギリス政府の海外関係歳出および歳入（ユ959－72年）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位ユOO万ポンド）
項
目i195gl・96・1・961・96211963［・96411965119661ユ9671・9681ユ96gl・9・。・971i・972；
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　軍　　　　　事
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　（出所）第24（b俵に同じ。
第26表：イギリス対外軍事支出の
　　　地理的分布
　　　　（1966年，100万ポンド）
西　ヨ　一　ロ　ツ　パ
地　　　　中　　　　海
中東およびアフリカ
極東および香港
北　　　　　　　　米
そ　　　　の　　　　他
105
35
27
84
24
13
合 計 288
（出所）S．Strange，　oρ．‘舘．，P．184．
　　　　　　〔4①
プト財政から）が，植民地の独立過程でイギリ
スの負担に．つまりその財政と国際収支の圧迫
要因に転化したのである。植民地の独立過程＝
民族解放運動の高揚に対応するのに軍事力を以
ってし，民間投資を保護し利子・配当収入を獲
得させることを目的とするイギリスの対外政策
は，その財政と国際収にとって死重となってい
〔鮭）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽
たのであり，その破綻は不可避でであった。第
26表からも「インドへの道」あるいはスエズ以
東において，イギリスがいかに多額の軍事支出を余儀なくされていたかが分る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　スエズ以東からの軍事力の撤退→小英国主義への復帰（＝英帝国の最終的消滅）と先進
国市場へのイギリス投資の復活が表裏の関係に立っていることについてもはや多言を要し
　　　　　（畦3）
ないであろう。
（注）
ω　例えば，小野一一郎，現代資本主義と資本輸出，川口・川合編「金融論講座」第4巻所収，昭和40
　　年，山田秀雄，イギリスの資本輸出と帝国市場，「経済研究」第18巻第4号，昭和42年10月，等参
　　照。
〔2｝A，HJmlah，砂．8露．，PP．177一ユ80．
｛3｝乃f4．，chapts　V．　VI，
（4）L・H：・Jenks・Mゴ9解オゴ。箆。∫B7漉読Cαρ’如♂彦01875，ユ927，　reprint，1971，　chapters　I，
106
　　■，皿LIv，
15）　1房4．，p．325．
｛6）西谷進，19世記後半エジプト国家財政の行詰りと外賃（1×2），「社会経済史学」第37巻第2・3号，
　　石田進「帝国主義下のエジプト経済」昭和49年，第5～7章。
｛7）　L．H．　Jenks，　o．カ．　c彦．，P．300
⑧　桑原莞爾，イギリス帝国主義に関する最近の研究動向，社会経済史学会編「社会経済史学の課題と
　　展望」昭和51年，110ページ。
｛9）例えば，内田勝敏，スターリング地域の崩壊，「世界経済評論」昭和47年11，月参照。
⑳　S、Strange，3詑r伽9α媚βπ島読Po1ガのノー君PoJ銘κ認＆詔」y　o∫碗∫財8プηα’ガ。撮J　C躍ro鷹ツ
　　ゴηD26伽ε，1971．
但）乃読．，p．140，またpp．266－269．も参照。
（1鋤　H．Feis，　Eπプoρ6，彦五6　W國。プ」4’8αη々6rエ870一∫914一14．η．A‘coπ撹。∫Eπroヵ8απFo解∫gη伽τθ3，一
　　翫θ雇α魔漁εCo朋ε6≠ゴ。πo∫Wbκ4　F伽α物8痂読Dガμo規α6ツう8幽r8　Wo冠4　Wσrノ，1930，
　　reprint，1965，　p．81．
（13｝小野一一郎，前掲論文，150ページ。
（14｝B．Thomas，’‘The　H王storical　Record　of工nternational　Capital　Movement　to　1913，”
　　in　J．　H．　Adler（ed．），C論議J　Mo脚矯θ紺3α鷹E‘o”o雁。　D碑8Jo♪窺6ηち1967，　PP．　IO－15．
㈲原田三郎，「イギリス資本主義の研究」昭和24年，136一三41ページ。
個近年の研究動向をサーヴェイしたものとして，久保田順，資本輸出論　「アジア経済」第19巻第3
　　号，昭和53年3月，がある。
働　立場は異なるが，R．ギルピンが「海外投資の政治経済学」の必要を主張していることは興味深
　　い。Robe貫Gilpi葺，σ．5．1）oω傑僻4読6　M漉紐αオ’α曾αJ　Corρoプα’わπ一丁ゐF　Po玩z‘αJ　E‘oπo規ツ
　　o∫一For8∫9πD∫reα1勘ε5襯8撹・1975，山崎清訳「多国籍企業没落論」昭和52年。また，　H．マグ
　　ドブはその近著において，資本の輸出は，資本の過剰や利潤率の低下よりも世界体制としての資本
　　主義の成熟から説明すべきだと主張している。H．　Magdoff，“lmperia1工sm　without　CQlomies，”
　　40，乃πρ6㎡αZf5祝一一・Fプ。溺疏8　CoZo厩α♂！19εオ。疏81）だ56ηち1978，　chp．4．　PP．117－147．な
　　お先行する業績として，吉信粛，資本輸出論の問題点，「経済評論」昭和32年10月号，柳田侃，世
　　界市場の構造変化と資本輸出一「帝国主義論」における資本輸出の一考察，「経済学論集」第6
　　巻第1号，昭和39年8月を参照した。記して謝意を表したい。
⑱　筆者の立場は，近年再び脚光を浴びているいわゆる自由貿易帝国主義論と対立するものだが，
　　ここでは立ち入る余裕はない。さしあたり，D．　C．　M．　Platt，“Further　Objections　to　an
　　“1rnperialism　of　Free　Tradde”，1830－60”，Eωηo解云‘月　蹴。ηR6ηガ6割，　VoL　xxv主，　No．1，
　　Feb．19フ3，　Davエd　Mclean，‘‘Finance　and“工nformal　Empire”b訂ore　the　First　world
　　war”ぬ．，Vol．　xxix，　No．2，　May，1976等参照。
（191例えば，W．　B，Reddaway　and　Others，丁批E燕‘’50∫σ．1ζ．　D舵‘’加Pε5吻8π‘Ot・6ア56α5，
　　inter玉m　report，1967，　final　report，1970，」．　H：．　Dllnning，3如｛為ε3初　Z財¢躍α頁。冗α♂
　　1勘65伽6窺，1970，A，　K　Cairncross，　Co窺rol　o！Lo距9－Tε押ηZπ陀rη砺。η認1物65競醒’，
　　1973．等数えるほどしかない。しかも限られた側面に解明の光が与えられているだけで包括的な研
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　　究とは言えない限界をもっている。S．ストランジは．国際資本移動に興味を示しているイギリス
　　の経済学者は，A．　R．　Conan，　J，　H．　Dunning，　B．　Thomasぐらいしかいないと言ってい
　　る。S。　Strange，砂．諺．，p．1駈．その意味で近年刊行されたイギリス対外投資に関する包括
　　的研究である。Tom　Houston　a：nd　John　H．　Dunnlng，σ．　K．1η4厩orツ丑∂御α4，1976．
　　の資料的価値は大きい。なお同書については，拙稿，イギリス海外投資とスターリング地域（上），
　　「経営と経済」第57巻第4号，昭和53年7月参照。　　　　　　　　　　　　　　　．
⑳　古沢実，戦後における英国の海外投資，「世界経済」昭和29年1月参照。
伽　この点は山田秀雄氏の強調される点である。同，戦後イギリスの海外投資，「経済研究」第ユ2巻第
　　ユ号，昭和36年1月。
⑳A．R．　Conan，　Cんαπgzπg　P雄θμo∫伽θ伽産ガ。鰯伽63伽甜ごアzl　546惚45’6所πg　Co％π’瘤5，
　　1956，p．17、なお，イギリスの民間対外投資の展開過程と現状，「エカフェ通信」瓦。．370，昭
　　和39年喚月，も参照。
⑳A．R．　Conan，　Cα♪溜」伽ρ碗3競03’6r伽g　C侃窺漉5，1960，　P．86．なお戦後のイギリス投
　　資を代表するアフリカ向投資については，佐伯尤，第2次大戦後におけるイギリスの対アフリカ投
　　資，山田秀雄編「アフリカにおける資本と労働（続）」昭和51年所収，および石井摩耶子，第2次
　　大戦後イギリスの植民地開発政策一1950年代までのナイジェリアを中心に一，「アジア経済」
　　昭和51年12月，参照。
㈱　A．R．　Conan，　Cα．餌α♂1解♪oπ5惚03渉6所πg　Co翅醒85，1960，　pp．69－76．
⑳　　1配4．，pp．48－52．
⑫⇔　S．Strange，　oメ｝，‘露．，chp．8．
（27）　1配4．，p．260．
囎　わが国における同様の試みは，「財政金融統計月報」M255（昭和48年6月），M258（昭和48年
　　9月）において与えられている。
〔29｝T．Houston　and　J．　H　Dunning，　oρ．　czオ．，PP．44－46．
（3①　2「6f4．，p，340．
（31〕J．H，　Dunning，砂．罐．，chp．1，中西市郎「現代国際投資論」昭和40年，第6章，戦後の国
　　際資本移動，「長期信用銀行調査月報」N碍3．昭和39年5・6月評参照。
（32）T．Houston　and　J．　H．　Dunning，砂．‘君、，P．340．
倒石橋邦夫．戦後におけるイギリスの資本輸出，「世界経済評論」昭和3L月12年，参照。
岡　清水嘉治，イギリスの経済援助，原覚夫編「経済援助の研究」昭和41年所収，参照。
個　Co皿mittee　on亡he　Workillg　of亡he　Mone亡ary　Sys亡em，＆加π　（Rα4‘」ゴプン診・R6ρo彦），
　　1959，日本銀行調査局訳「ラドタリフ委員会報告」（下），昭和34年，405ページ。
㈱　日銀調査局訳，同上書，405－406ページ。
⑳　同上，406ページ。
關　同上，407－408ページ。
㈲　The　Economist，　Marchユ，ユ953，ただし，　S．　Aaronovitch，　Moηψo砂一五3加4ツ。∫Br漉読
　　M・πっp・むCα舛読5伽，1955．pp．68－69，佐藤・高木共訳「独占」昭和32年，90ぺ～ジによる。
働S・Strange，砂．碗．，　pp・178－201．および石井摩耶子，イギリス植民地支配の史的分析，山
　108　　　　　　　　　　　　　　　・
　　田秀雄編「植民地社会の変容と国際関係」昭和44年所収，156－159ページ。
ω　この点は50年代1とA．Shonfield，　Bア”∫読Eooηo加‘P読‘y　5伽6諺ゐ6　W卿，1959によって批
　　判的に検討され，S．ストランジに受けつがれている。　S．　Strange，　oρ，碗．，　chp．4および
　　chp．9，参照。
働　拙稿，アメリカの対東南アジア援助と工業化論，卜経済論叢」第n5巻第ユ・2号，昭和50年1・
　　2月参照。
⑬　資本流出および政府の対外支払いによる国際収支の悪化を目前にして，勿論政策当局は手をこまね
　　いていたわけではない。国際収支の悪化の都度成長が抑えられるのでは不都合だとして，成長を阻
　　害せず国際収支を改善させる方途として考え出されたのがコスト・価格の上昇を抑えること＝つま
　　りは所得政策の導入であった。1960年代のイギリスにおける所得敬策は国際収支対策の中心に据え
　　られていたのだが，それはくだんの対外関係による負担をそっくり国民の肩に転嫁しようとするも
　　のであることは論を侯たない。なお，石橋邦夫，イギリス経済の戦後の30年一1946年～1975年の
　　イギリス経済小史一（D（皿）（皿），「大蔵省調査月報」第64巻第4・5・6号参照。
　　　（付記。　本稿は，第37回国際経済学会全国大会（昭和53年IQ月14日，於慶応義塾大学）
　　　での報告に加筆したものである。）
